
来
年
度
の
財
政
執
行
に
当
た
り
、

政
府
の
補
正
予
算
を
含
む
「
15

カ
月
予
算
」
で
、
町
の
財
源
は
一
定
程

度
確
保
さ
れ
た
。
町
民
の
暮
ら
し
は
消

費
税
の
引
き
上
げ
、
年
金
削
減
、
雇
用

環
境
の
悪
化
な
ど
で
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
地
域
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る

町
政
実
現
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

以
下
伺
う
。

(1)
「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
」
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
。

(2)
地
元
の
食
材
や
木
材
等
の
活
用
に
よ

る
「
域
内
循
環
型
」
の
経
済
推
進
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
。

(3)
国
保
税
、
医
療
費
窓
口
負
担
、
介
護

保
険
料
・
利
用
料
、
上
下
水
道
料
の
減

免
の
実
施
に
つ
い
て
。

(4)
地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
に
「
行
革

の
実
績
」
な
ど
を
入
れ
ぬ
よ
う
国
に
求

め
る
こ
と
。(1)

国
が
景
気
回
復
が
十
分
で

な
い
市
町
村
が
行
う
地
域
活
性
化
に
向

け
た
事
業
に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
す

る
「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
」
の
対
象

事
業
は
、
道
営
畑
総
事
業
の
２
事
業
と

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
に
関
す
る
２
事
業

で
、
総
合
計
画
３
カ
年
実
施
計
画
に
計

上
し
て
い
た
も
の
を
前
倒
し
で
実
施
し
、

交
付
金
の
充
当
対
象
事
業
に
は
、
道
路

整
備
事
業
な
ど
、
新
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
る
既
存
の
単
独
事
業
に
充
当
し
、

有
効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(2)
国
に
よ
る
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
交
付
金
」
は
、
地
元
農
畜
産
物
や
木

材
資
源
の
活
用
に
よ
る
域
内
循
環
型
の

経
済
推
進
の
た
め
に
有
効
な
制
度
だ
が
、

現
時
点
で
は
、
本
事
業
に
該
当
す
る
よ

う
な
事
業
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
制
度
内
容
等
に
つ

い
て
、
民
間
事
業
者
や
金
融
機
関
に
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
の
収
集
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
活
用
に
努
め
て
い
き

た
い
。

(3)
減
免
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
所
得
に

応
じ
た
軽
減
措
置
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
一
律
に
減
免
を
行
う
こ
と
は
負
担

の
公
平
性
か
ら
も
難
し
い
が
、
今
後
と

も
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
適
切
な
対
応

に
努
め
て
い
き
た
い
。

(4)
今
後
の
状
況
を
注
視
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
町
村
会
等
を
通
じ
て
、
よ

り
よ
い
仕
組
み
と
な
る
よ
う
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

文
科
省
は
小
学
校
１
年
生
の

35
人
学
級
は
法
制
化
し
た
が
、

２
年
生
以
上
は
地
方
任
せ
と
し
て
い
る
。

ま
た
過
度
の
競
争
を
招
く
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
公
表
や
、
土
曜
授
業
の
実
施
も

市
町
村
の
判
断
で
可
能
と
し
た
。
教
育

の
充
実
の
た
め
、
以
下
伺
う
。

(1)
少
人
数
学
級
は
国
の
責
任
で
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

(2)
学
力
テ
ス
ト
の
学
校
名
公
表
は
行
わ

な
い
こ
と
。

(3)
土
曜
授
業
は
児
童
生
徒
の
現
状
、
関

係
者
の
声
を
尊
重
し
強
引
に
進
め
な
い

こ
と
。

(1)
新
学
習
指
導
要
領
の
理
念

を
踏
ま
え
、
必
要
な
授
業
日
数
を
確
保

し
つ
つ
、
教
員
が
個
々
の
児
童
生
徒
と

向
き
合
い
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
教
育

を
進
め
る
た
め
に
は
、
小
学
校
並
び
に

中
学
校
の
全
学
年
に
お
け
る
少
人
数
学

級
の
完
全
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
北
海
道
教
育
委
員
会
連
合
会

等
を
通
し
て
、
今
後
も
国
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

(2)
調
査
結
果
の
公
表
が
、
保
護
者
や
地

域
住
民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

と
い
う
重
要
な
側
面
が
あ
る
も
の
の
、

学
校
の
序
列
化
や
過
度
な
競
争
が
生
じ

る
こ
と
な
ど
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
や
全
道
と
の
差
を
「
同
程
度
」
な

ど
の
数
値
以
外
の
表
現
で
公
表
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(3)
課
題
も
多
く
あ
り
、
現
段
階
で
は
、

実
施
を
考
え
て
は
い
な
い
が
、
国
や
北

海
道
の
動
向
や
他
市
町
村
の
取
り
組
み

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
注
視

し
た
い
。

答問
が
ん
ば
る
地
方
交
付
金
の
事
業
な
ど
、
貴
重
な

財
源
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く

暮
ら
し
支
え
る
町
づ
く
り
を

中橋　友子
　　　　　　　議員
（日本共産党
　幕別町議員団）

■ 一 般 質 問 ■ 

⓱

問

答問

少
人
数
学
級
の
実
施
が
必
要
で

あ
り
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く

少
人
数
学
級
実
現
な
ど
行
き
届
い

た
教
育
を

問

町
　
長

教
育
長


